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1)肺臓に於ては肉眼的には著明な差異は認められなかった0

2)肺臓に於ける組織所見は対照群に比し吸入群は乾解化の程度が草 く且つ血管の拡張充盈が著明に

見られる｡

3)肺臓組続 より結核菌の定量埼拳を行ふと対照群に比唆して吸入群は;発生するコ.2--の数が約㌢与

である0

4)肺臓以外の各膳静披両群共に著明な変化を静めなかったO

啄･疾中結核菌特長の定量的検査に関する研究

並 河 靖'

肺結核に対する治療に際し､その治療敬具を最 も明確に把握する馬に連 日夫々1日に啄出される仝疫

を集め､ それに含まれる終板菌の染色並に培養上の定量的検査を試み､啄疾中結核菌の油長を追究し

たo

l 噂痕に対すも前魔正の換軒

啄疾中結核菌の培養には-股に酸叉はアルカ:)による前処置が用ひられるが.酸を使甲する際は啄疾

のき容解は不完全で均質化する事が困∃牲であるから定量的検査には利用出来ない. アルカl)に依る場合

に就ては従来アンチフォル ミン洪叉は苛性ソーダ法があるが､アンチフォルミン浜は試薬の保存中に効

力の減退があるから操作の一定不変を期す点に不十分である.

他方患者に対 して試みられた何等かの治療法によって 啄疾中結核菌の生活力液温が多少なりとも超

り得るとすれば､成る可 く結核菌自体に対しては障樽の少い､ しか も啄疾中止雪見在する雑菌の発育を

完全に阻止する前処置が望ましい事は当然であるo この目的に滑ふ可 く苛性 ソT ダ法と Corperand

Stonerの第三燐酸ソーダ法を再換 した｡

結核菌食塩水浮溶液､結核性膿胸穿刺液､ 剖検屍体より得た茎洞内容物及び結核患者啄ヨ英に就て夫

々2%苛性 ソーダ,4%苛性 ソーダ,10%第三燐酸 ソーダ (23%Na3PO4･12H._70)の等量を加へ､37oC

の下に充分に坂凌混和し材料の溶解均質化起計 り､夫々30分ヾ1時間､2時間後その一定白金耳二量を岡･

片倉培地に漁抹培養して顎育 した結核菌 コ｡ ニーの数を比較して次の練兵を得た｡

a材料中の結核菌に対する華処置の影響

10%第三燐酸 ソ-ダと2%苛性 ソーダに於ては作用時間30分､1時間にて捻大差は認められないが､

作用時間2時間に及ぶと10%第三燐酸 ソーダ処理の方が結核菌に対する障樽の程度が少vl.

4%苛性 ソーダに於ては2%苛性 ソ-ダより障碍の程度が更に大きいo

b材料中の雑菌に対する前処置の効:果

4%苛性 ソーダに於ては雑菌の発育は最 も少い.10%第三燐酸 ソーダに於ては4%苛性 ソ-ダには劣

るが､2%苛性 ソーダに比して雑菌の発育は少い.

以上の実験 より治療効果判定に資する定量堵葦の前処置法としては 10%第三燐竣 ソ-ダ法が最 も理

想的ではあるが､本法による際は4%苛性 ソーダ法に比して啄疫の溶解並に耗菌の発育阻止力が貞易いか

ら必ず37oCの下に混和材料を充分に振替して先金に堵疾を溶解させること及び啄疫の取扱ひを啄出後

出来得る限 り無簡約に行ひ取扱中の汚染を可及的に少なくする努力が必要であることを知った｡
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2 定量的槍査方法

探疾容許の液量器に紙蓋を作 り､之で蓋 したま 乾ゝ熱滅菌を行った後患者に分配し､1日の啄疾を全

部その中に啄出させるo

液量器の試みにより膜状部.水棲部,庖抹部の量を測 り､膜状部の極頻竜を採 り蔭接塗抹標本を作る0

10%第三燐酸 ソ-ダ液 (23%Na与PO4･12HL20)を啄疾全量と等量に加-滅菌割箸で良 く混和した

後天型の滅菌 コルベンに移 し37oCに加温しっ 尽ゝ く振浸し完全に内容が均質化する迄加温撮漁を繰返
す｡ (啄疾の性状により略解に難易があるつ 溶解後は37oCの畔卯器に収め燐酸 ソーダ液作用時間1時

間にて取 り出し償ちに岡･片倉培地に-一定の模準白金耳蛍を一定方法にて資抹し封蝋培養する｡叉同時

に同一白金耳量を面積1平方糎の円を2箇記 した物体板の円内に夫々可及的均等に塗抹する｡(溶解不十

分な噂疾では平等に塗抹することが出釆ないO 又 この時は必ず培葦 も雑菌の馬に不成功に経る)標本

は膵卵許内で正しく水平に置き乾燥 させる｡置 く火焼固定の後染色検鏡し抗酸性菌の数を計算する｡

培地は:4週間後のコ､p--数より全疾のコp--数を計算する｡

ガフキ-号数の多い啄疾は餌立のコp--を得る棟予め稀釈 した後培養するO

ガフキー工号以下の際は集萄法を併用するO この際沈漆をそのま 培ゝ養 したのでは雑菌の発育が非

常に多いから沈鐘に対 して硫酸水を作用せしめて後培養する｡

10%第三燐酸 ソ-ダを用ひる上に特に冬季は窒猛が低い馬に 啄症の溶解が不十分で 失敗を招 き易い

か ら入念に加温振一畳混和することが大切である｡

3 ｢メチールメタクリレー ト｣吸入による噂疲中結核菌の浦長に裁て

紙面の都合で吸入例中良好∴な経過を得た1例を掲げた｡ (前頁参照)

定量的検査によって次の知見を得た｡

a 本吸入による薗陰性化の経過を詳細に把握出釆たO

-b 本吸入によって極めて良好な治療成績を得る例を認めた｡

C 本吸入の愚者でガフキ-Ⅱ号以上の排菌中の経過に於ては啄疾中轄抜菌の滑長はそのガフキ-衣

に概ね平行するO又この際は三選1度乃至2度の啄疾検査で排菌状況の大要 を把握することが出乗る｡

d 本吸入によって結核菌の減少滑失した症例中には経過中に啄疾中結核菌の一部は通常の菌体でな

く抗酸性頼粒の配列として認められ,更に菌減少と共に抗壁陸頼粒の集合体として出現する棟にな り､

しか もこれ等の大多数は白血球中に在る例を認めたo l例ではあるがこの様な抗酸性頼粒集合体のみ

が ガアキー工乃至Ⅱ号程度に認められ､通常の結核菌が全 く見られない時期を観察し得たが この場合の

定量培蕃成績は陰性か叉は極め七少数の結核菌 コロニーを得るに止まったO 即ちこの時期の抗酸性頼

粒集合体は本法を施した場合岡 ･片倉培地に結核菌 コ｡ニーを生する丈の増殖力を殆んど或は全 く失

って居ることを知った｡

頑固な寒冷等麻疹を伴 える結核初感染例に裁 て

辻 周 介

米 津 徹 也

結核感染に依って個体の外界の刺戟に対する感受性 乃至 反騰能力にいかなる変化が起るかは体質 と

結核の Anfalligkeit乃至は kinfalligkeitとの関聯性を知る上に興味深い問題である｡ 初感染と共

に Tutxrkulinallergieの起 り方にも人によりいろいろある｡中には感染していると息はれるのに却々


